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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント 

 

認識の数理モデルの構築と高階・多層確率場を応用した実データの処理手法の研究を行い、顕著な結果

を多数得ている。畳み込みニューラルネットワークの性能向上、すでに医療応用されている高階確率場

による肺動脈静脈セグメンテーションなどの理論的裏付けを伴う成果、深層学習の時代の最先端を走る、

白黒画像の自動色付け手法、ラフスケッチの線画変換手法、画像の自動補完手法、画像と言語を融合す

るネットワーク手法などの強力な画像処理方法開発の工学的成果を得ている。これらの研究成果はトッ

プジャーナルへの学術論文の出版、トップ国際会議での講演を通して世界的に高い評価を得ている。こ

の画像処理方法の開発は、社会における注目度も非常に高くマスコミにも多く取り上げられ評価も高い

ものであるが、そのいくつかについては非常に完成度の高いソフトウェアとしてウェブ上でサービスし

ていることは特筆に値する。経済産業省Innovative Technologies 2016特別賞「Culture」を受賞して

いるほか、研究グループメンバーがナイスステップな研究者に選ばれている。本研究の開始時点では深

層学習技術の世界的な開発競争は予見されていなかったが、本チームは認識の根幹にかかわる深層学習

手法の重要性に初期段階で気づき、深層学習手法の開発において世界のトップを走り続けている。この

ことは極めて高く評価できる。深層学習機械とのインタラクティブな情報交換の手法の開発などを通じ

て、深層学習の数理科学的理解を進められることは、本研究テーマの野心的な部分であり、数理科学研

究者が本研究チームに最も期待するものである。本研究を踏まえて、今後の認識することの理解に向け

た数理科学研究の進展を期待している。 

A+ 非常に優れている 

 


